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組織の力でスポーツの振興を

釧I各 |∫ 体台協会の え`成24年度は、

36の 加WI競技 IJI体 と阿寒・計別の

2支 劇
`に

より構成され、1,1001Jl体、

会itは約19,000人 を数えます

釧r各 ll∫ は、忠まれた |′ 1然 や体育

施設などのスポーツ環境をノ11か し、

会itは じめ多くの ||∫ 民がスポーツ

を行ってお ります そのlf動 は、

気中
`に

楽 しむものから高い競技水
'lι

を‖1旨 す ものまで実

に多彩です

^方、令 1可 ・全道大会の 1用 1措 やスポーツ合宿の !i秀 致な

どにより、 ||∫ 民が トップレベルの競技を|11近 にする機会

に忠まれてお ります

このことは、各加 |‖ lも[1支 IJl体 が永年にわた り、スポー

ツを多くの ||∫ 民に 1午 及するlk組 を判l織 的に進めてきたこ

とによるものです

さて、一人一人がその体力や,11味 に応 じて思い思いに

体を」lJか した り、ゲー′、を観1隻 したり、またこうした活

」lJを 支えた |)と 、さまざまなかたちでスポーツと1周 わり

をもつことは極めて量要です スポーツは、 1計[も が ||々

のアli1 1に うるおいを与え、楽 しみながらlyc康 な体と′しヽを

fiみ 、元気都 ll∫ くしろを支える,1カ の源泉であるため、

行政の施策は///J論 のこと、スポーツ統 l111ヽ川体である釧路

釧路市体育協会 会長 張 江 悌 治

|∫ 体育協会のツtたすべ き役 1年1が ますます市要とされると

ころです

本年度は、秋季・冬季の釧r各 ||∫ 体育祭や各rT l‖ ザィ会を

1州J‖Lす るほか、優秀選手や功労者の顕杉、全道・全 1可 人

会への協力、スポーツ少年111111動 の lfti上 、公共体f,施設

の 4盗 備 1足進に向けた要マ4活」lJな どの |「 業を展 1州Jし てまい

ります [

社会貞 Tlkill」 lJと してすっか り定オ
riし た赤い羽根共l11界

令は、スポーツ少年111員 やその |力t護 者が活 Il」 に力||わ るな

ど、上R判 [に 広が りが出てきました ll∫民に体f「 協会の活

IIl」 のllIII旨 をさらにご理解とご協力いただけますよう願っ

てお ります、、

また、 ||∫ 民スポーツの底 Lげ として、スポーツに 劇わ

る ||∫ 民数の川1カ ||を 1剰 っていきたいものです:同 ||に 、全

可大会レベルの競技会において、地元の選手やチーヱ、が

さらなる活『llができるよう競才支力を向 にしてい く′
Zヽ 要が

あ ります.ス ポーツ少年IJIを はじめとするジュニア川1の

スポーツ活」lJを :iト ロi的 に允
′
りこしていくことも[要 な「,t題

となってお ります

これらの実lllに は各方|||‖ |も t才支IJI体 のご現|!解 とこ支援が

足り|:と も′
Zヽ 要なところです 夕r各 ||∫ 体台協会の判[織力に

より、スポーツを通 じてθ‖路は///J論 のこと、 日本全体が

|り lる くなるよう誇 りをもってlkり 細んでいく決意です

ソフ トテニスをこよなく愛 し、水11に わた り協会

の連↑iに
'べ

力され ました  |′ 1身 の 1こ ‖ヒアイスホ ッ

ケーチームを全1可 優勝させるなど、91路 |ド のスポー

ツ 1午 及発展に大きな足跡を残されました。

(｀ |え 成24年 8り 14‖  享角166歳 でご逝去 )

光上俊―人 体育協会の力労者逝く
ご功績を促びだからご冥福をお祈り申し上げます

‖ri不 l150イ li

‖rイ 不154イ li

Hf{不|162イ |:

｀
14成 20イ |:

｀
14月に23イ |:

釧1路 軟 式 庭 球 協 会 h‖ 理 事 長

釧 路 軟 式 庭 球 協 会 り|!事 長

釧 路 軟 式 庭 球 協 会 h‖ 会 長

釧 路 ソ フ トテ ニ ス 協 会 会 長

釧1路 ||∫ 体 育 協 会 ‖J会 長
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功 労 賞

優秀選手賞

功労賞に乗野俊充氏 (全釧路剣道運D

: 桑 野  俊  充 氏 (63)全釧路剣道連盟副会長

桑野氏は、37年 間にわたり全釧路剣道辿lИlに おいてり|!l「 及び常任理lJTを 歴任され、ljl在

は副会長としての要職を務め、剣道の発展に多大な貢献をしております。

現在教± 7段で、国民体育大会をはじめとする各種全 1可 大会に多数回出場。選手として

活拍lさ れました。また、高校生剣十の育成に力を注ぎ、武修館高 (含 :釧路緑ヶ岡高)や

前身の釧路短期大学付属高時代から

`:1道

部監脩として、通算25「 llに も及ぶ各力l全国大会に

愛弟 rを 出場させるなど、指導者としての才腕を発揮 しております。

: 舘   翔 汰 君 (13)釧路水泳協会

御
'|く

んは、東京辰巳国際水泳場を会場に開1に された第341HI全 国 」OCジ ュニアオリンピ

ックカップ夏季水泳競技大会において男 r‐ 11～ 12歳の部に出場。 200mの |'1山 形で 2位人

賞 (、 続 く春季水泳競技大会では100mと 200mの 自由形で優勝。50m自 由形で も2位人ダt

の成績を1又 めました。

現在、釧路 ||∫ たヽ青陵中学の 1年ノli,)夕 ‖路 スイミングクラブに,り「属 してお り、今後の活r祀

が人いに期待 されてお ります c

8り 124H夜、秋季体育祭総合開会式のl11に 行われた衣彰式では、主催者として張

'|:会

長が 2人に賞状と

1氾 念盾を川1り 、「桑野氏は剣道界になくてはならないイメ在。舘イ|は 今後も精進をJと あいさつしました.

釧路市秋季体育祭総合開会式
31の競技に6000人 出場

第671口 1釧路 ||∫ 秋季体fi祭 の総合 1用 会式が 8り 124‖ (令 )

4/X、「湿原の風アリーナ釧r各 」のサブアリーナで行われま

した。この体育祭は、釧路 ll∫ 体fi協 会が釧路 11∫ や釧路 11∫

教育委lt会 とともに lilll:し 、種 卜1ご とに各競技 111体 が主

管 します。

各競技の昨年度優勝チームの選 手ら約 300名 が川κけ付

けた中、大会lこ の T^葉誠一教育長が「勇気と希
L7Jを ′

チえ

てくれるスポーツ  ゙^人 ^人が様々な場 1師 で,lrllし 、多

くの方がそのあとに続いて くれることを願 う。Jと あい

さつ しました 続いて大会委lt長 の張,I:会 長が「バック

アップして くれる方々に感謝 しながら、釧路のスポーツ

発展のため全力でプレーをJと 激 1/Jl」 しました。

最後に代表として、見 lll l:[選 手 (釧 路地IX窄 手道連冊・

松 ililり l武会)がノ」強 く選 手1,1年 を行いましたっはつらつ

1につ堂々とした宣 1誓 ぶ りに、会場からはた くさんの拍手

が湧き起 りましたc

体育祭は、軟式Wi球、テニス、 |li球 など既に 71ネ した

種 Hも あ りますが、多 くの大会は 9～ 1()り lに 集中 して

お り、 ||∫ 内各地で熱 1実が繰 り広げられます ,

大会長あいさつ 優勝杯返還

選手宣誓 柔  道
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質の高いバスケットボールを目指して
釧路地区バスケツ トボール協会 会長  土 岐 政 人

〔

当協会は、昭和22年 に

倉U立 され、現 在 ミニ28

チーム・中学51チーム・

高校34チ ー ム・一 般23

チーム、合計 136チ ーム、

2丁 人を超える会員を擁

し、各種大会を開催 しています。

平成20年秋、バスケットボール愛好者が待ち望んで

いた新たな体育館「湿原の風アリーナ釧路Jがオープ

ンしました。オープニング事業としてWJBL(女 f・

11本 リーグ)を 開催 し、間近に見る国内 トップ選手に

よるレベルの高い試合はファンを魅了し、憧れ選手の

華麗なプレーは、ちびっ子プレーヤーにとっても日標

になったものと考えています。

その後、今道規模の大会が、 ミニ 。中学・高校 。一

般 (大学)/1Sカ テゴリーにおいて開催され、質の高い

バスケットボールが身近なものとなっています。

平成24年 度も全道シニア大会、全道中学新人大会な

ど全道規模の大会の開催、さらに、釧路エンデバープ

ロジェクトの立ち Lげにより、選手の技術力向上並び

に指導者の育成にも努めてまい りたいと考えています。

バレーボール人口の拡大を目指して
釧路バレーボール協会     会長 木 村 芳 人

当協会は、小学生から

一般、実業団まで72団体、

登録人員759人、指導者

(有資格者)60人 を擁 し、

年間35前後の各種事業を

実施 しています。

[1例事業以外で最近取 り組んだ大型事業は、国内 ト

ップレベルチームでプレミアリーグに所属 している

「NECレ ッドロケッツ」を招聘 してのバ レーボール

教室や、 9人市1バ レーボールの全国大会「スーパー 9

オールスターズフェスティバル」の開催が挙げられます。

今年度は、9人市1バ レーボール最高峰の全国大会「
/TS

日本 9人制バレーボール実業に1男 子選手権大会」を開

催 したところです。

近年は一部のスポーツを除き多くのスポーツは、少

子化、スポーツニーズの多様化、指導者不足等々で競

技人日の減少が顕著で憂慮する事態になってお ります。

とりわけ、バレーボールの将来を考えると、緊急 日

つ最大の課題であ り、今後、競技人口の拡大、普及活

動に力点を置いた運営を1剰 っていかなければならない

と考えてお ります。

当協会は学生 (小 、中、高、大学 )

と一般 (男 、女、シエア)の 団体、

個人を含め約1,400人 の競技者で

構成され、事務所を釧路市北大通

4丁 日のパステルビル 2Fに 置き事務局員 1名 を配し運

営に当たっています。このような体制は、札幌地区は

別格として、道内の他地域に比べ充実 した内容になっ

ていますが、子供たちのスポーツ離れや少子化の進展

により重要な競技者の確保は年々厳 しくなってきてお

り、今後の運営に不安を抱 くところです。そのような

状況からバ ドミントンの魅力を広げるための情報発信

を行い、特に学生の競技力を高めるために指導者や審

判員の確保をはじめ資質向上に努めているところです。

そこで高いレベルの体験 と地元で経済効果をもたらす

全道・全国大会誘致に力を注 ぎ、平成20年 10月 には、

第27回 全 日本ジュニア選手権大会、平成23年 12月 には

第20回 全国小学生選手権大会を図 り、全国小学生大会

では今までにない楽 しい開会式を演出し、参加者に大

変喜ばれました。平成27年度には第45回 全国中学生選

手権大会の釧路開催が確定 し、万全の準備を進めて当

協会の一層の充実した運営・発展に取 り組んでいます。

剣道は、 占くから日本

の武道の一つとして多 く

の人に愛され、子供から

年配までその体力、技量

に応 じて楽 しむことがで

釧路でも約 540名 が会員として登録されています。

愛好者が多いことの理由の一つは「礼節」を重んじてい

るからです。文部科学省が義務教育に武道を取 り入れ

たことからも、剣道のすばらしさが証明されています。

小学生から大学生までの学生が中′亡ヽの団体は36団体、

一般は 9団体が加盟 しています。一般会員も約 180名

います。主に鶴ケ岱武道館で火曜、本曜の18時30分～

20時、土曜日は16時30分～18時 に稽古をしています。

一年を通 して当剣連主催の大会も数多 くあ り、鶴ヶ

岱武道館や湿原の風アリーナなどで季節を問わず開lL

されています し、昇級、昇段審査も行われます。

子供の健全な教育 として、また、生涯楽 しむことの

できる競技 としての剣道愛好家が増えるよう、剣道祭

を開催するなど、普及活動なども今後一層、積極的に

進めていきたいと考えています。 (文責 岩松 恵 )
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場竃釧曽至落砧鐸
盟

7ナ12711倫 )か ら2911{||)、 湿原のlJttア リーナ釧路をメイ

ン会場 として、参加62チ ームが覇を争いました。

地元出場の釧路市役所は、第 1日 の27日 n、 1選 リー

グで共栄小学校会場において l■lLJl.E力 (香 川りl[)、 特殊

東海製紙 (静 1司 県)と すJ^1伐 しました,,い ずれも

'年

1曳 及ば

ず 2敗 を喫 して決勝 トーナメントヘの進出は逃 しました

が、 1′ l分たちのバレーが全1可 に通ずる手ごたえを実感 じ

たことが大きな1又穫 となりました。

優勝は沖剰Lり :tの 中部徳洲会病院で、 2年連続 5度 Hを

遂げました ,,

釧路スケー ト連盟 (果林定徳会長)は 、 6り 13011に 倉J

、160周 年の li己 念式典を 2fllllし ました、、

195041(‖子{和 25イ「1)に倉J設。以来6011、 北海道スケー

ト界のllt辺 拡大にも寄
′
iし 、組織の |」1絆 i力 によリスケー

トの空地としての地位を築き、「氷欄Sく しろJの 名を/TN卜
|

に知|ら しめました。

米林会長は「関係皆様が汗にまみれて歩み続けた結果

が今日の連‖|を 築き、 ll本 を代

表する名スケー ターを育成 し

た」とあいさつしましたり

50年以 ll役 ,1を 務めたイ'∵ 来造

氏、佐藤聟il l氏 はじめ競技振興

に
'べ

力した50人が永nil'i献衣彰

を′受けるとともに、「さらなる允

実と発展にす明待して」と題した

記念誌が発行されました。

3日 |IJ H私 :で 4会場 1刑 11、 総 :i式 合数91に 及ぶ大規模人

会。 li■
:し た釧路バレーボール協会の見 J「 な大会運41ぶ

り、本
｀
1に お疲れ様でした。

釧路アイスホッケー迪盟 (足 17功一会1こ )は 7月 7H
に倉U立40川 年のi記 念式典を Jflき ました.

401111の 197211(|イ {和 47イ 11)|こ 釧路スケー ト連Iイ |か ら

分離・狙(立 。以来、「たんちょう1可 体Jは じめ多くの全1可

規模大会の開催・運営に尽力、1可 内イ∫数の名選手を■|||

するなど「氷都くしろ」の歩みを支えてきました。

足立会長は、「よリアイスホッケーに親しむ環境をつ

くり、選手を育成していくことが私たちに課せられた命

題」とあいさつしましたc

式典の中で、 6伸1人 と釧路 ||∫ 体育協会をはじめとする

8日1体 には、その

功労に対する感謝

状が叫1ら れ、
「

1体

を代表して当協会

張江会長が謝辞を

述べ ました。
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